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「呼吸不全を来す難治性呼吸器疾患克服への取り組み」が今月号のテーマで

ある．疾患が gつと治療が �つの計 kつの論文はいずれも力作揃いであり，こ

の分野の最近の進歩がよく分かる．この論文の並びを見ながら気がついたこと

がある．難治性呼吸器疾患はいずれも稀少疾患であり，それぞれの病態異常は

異なるが，治療は普遍的なものである．当たり前と言えば当たり前であるが，

医学は常にこの様に進歩発展してきたのではないか．個別の疾患を掘り下げて

研究しながら，深く追求すればするほどそこから他へも応用できる臨床的な普

遍性が生まれてくる．私が今臨床教室に籍を置き，そこで大学院生，教室員に

望む研究はそのようなものである．

現在の臨床研修制度が始まってから基礎医学離れが進んでいると聞く．大学

院に進む人間が激減している．教室員でも研究に興味を示すものは少なく，早

く臨床医として一人前になり，専門医を取りたいという人が多い．専門医はも

ちろん必要であり大切である．しかし，一方で学位の価値や魅力が低下してい

ると聞く．確かに，臨床医としては学位よりも専門医の資格のほうが直接的に

は関係するかもしれない．多くの医師は研究者になるのではなく，臨床医にな

るのだし，研究に時間を割かれるよりも効率よく臨床の経験を積んだほうがよ

いかもしれない．しかし，果たしてそれでよいのだろうかという疑問が湧いて

くる．優秀な臨床医とは何か，医師にとって研究とは何かという基本的な問題

に立ち返る必要がある．多くを語る余裕はないが，結局疑問を持ち，それを解

決する能力を養うことだと思う．もちろん臨床一筋でもその力は養える．しか

し，研究を通じて考えることによりそのような能力を養うことが出来る．直

接，目の前の臨床には役に立たないように見えても，研究を通じて学んだこと

はその医師の臨床力に生きてくる．Comroe は著書の中で「私は研究をしたこ

とのない医師には診てもらいたくない」と言っている．含蓄の深い言葉であ

る．

(相澤久道)
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